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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
春
・
秋
の
日
帰
り
旅

行
を
は
じ
め
、
各
種
行
事
を
会
員
皆
様

の
ご
協
力
を
頂
き
、
大
過
な
く
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
昨
年
の
12

月
4
日
、
大
変
寒
い
日
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
、「
創
立
65
周

年
記
念
紅
白
歌
合
戦
」
を
盛
大
に
、
皆

様
の
お
力
で
、
晴
天
・
無
事
故
・
大
成

功
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
謹

ん
で
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

出
演
者
全
員
の
笑
顔
、
応
援
の
声
、

そ
し
て
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
温

か
な
一
体
感
、
ま
さ
に
喜
び
が
駆
け
抜

け
た
ひ
と
時
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
ま

で
に
な
い
こ
の
感
動
は
、
私
の
心
に
深

く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
の

ご
協
力
に
、
改
め
て
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

さ
て
本
年
は
、
勢
い
・
飛
躍
・
幸
運

の
象
徴
で
あ
る
馬
年
で
あ
り
ま
す
。
古

く
か
ら
馬
は
、
荒
れ
地
を
力
強
く
踏
み

切
り
、
千
里
を
走
る
力
強
さ
と
、
福
を

呼
び
込
み
、
ま
た
い
ろ
ん
な
悩
み
を
断

ち
切
り
、
新
し
い
道
を
切
り
開
く
象
徴

と
し
て
大
変
縁
起
の
い
い
干
支
と
言
わ

れ
、
大
切
に
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
連
合
会
も
高
齢
化
に
伴
い
、
会
員
さ

ん
の
減
少
な
ど
に
頭
を
痛
め
て
い
ま
す

が
、
諦
め
る
こ
と
な
く
会
員
増
強
に
、

挑
戦
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
こ
ま
で
も
私
た
ち
老
人
会
「
S
C

と
よ
な
か
」
は
、
こ
の
馬
年
の
良
い
風

を
味
方
に
、
更
に
元
気
と
笑
顔
を
届
け

る
1
年
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、

各
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
、
ま
た

そ
の
喜
び
を
新
し
い
友
人
に
も
声
を
か

け
て
い
き
、
仲
間
を
増
や
し
な
が
ら
、

皆
で
活
力
あ
る
1
年
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
65
年
と
い
う
風
雪
を
乗

り
越
え
た
強
い
脚
力
と
、
皆
さ
ま
一
人

ひ
と
り
の
笑
顔
を
手
綱
に
、本
年
も「
ス

マ
イ
ル
と
よ
な
か
・
心
は
い
つ
も
青
春
」

を
合
言
葉
に
進
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

人
生
1
0
0
年
時
代
、
私
た
ち
の
行

動
が
地
域
の
希
望
そ
の
も
の
で
あ
り
、

歌
い
・
学
び
・
語
り
合
い
、
笑
い
合
う

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
地
域
に
明
る
い

力
と
な
っ
て
広
が
っ
て
行
く
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
ぞ
本
年
も
、「
心
は
い
つ
も
ス

マ
イ
ル
」
で
、
飛
躍
の
1
年
、
そ
し
て

福
が
駆
け
込
む
幸
多
き
一
年
を
、
皆
様

と
共
に
築
い
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
頂
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

心
は
い
つ
も
ス
マ
イ
ル
で
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
素
は
、
豊
中
市
政
の
推

進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

S
C
豊
中
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
の
理
念
の
も
と
、
健

康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、

地
域
社
会
へ
の
奉
仕
活
動
な

ど
、
様
々
な
取
組
み
を
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

皆
様
の
活
動
は
、
新
し
い

仲
間
や
新
た
な
交
流
を
生
み

出
し
、
知
識
・
経
験
を
活
か

し
た
社
会
参
画
の
機
会
と
な

る
と
と
も
に
、
心
身
の
健
康

の
保
持
増
進
に
も
良
い
影

響
を
与
え
て
お
り
、
人
生

1
0
0
年
時
代
に
お
い
て
、

ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
様

が
、
健
康
で
楽
し
み
な
が
ら

日
々
活
動
さ
れ
、
心
豊
か
な

生
活
を
送
ら
れ
ま
す
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
誰
も
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
暮
ら
し
、
生

涯
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
と

つ
な
が
り
、
活
躍
で
き
る
よ

う
、
多
様
で
切
れ
め
の
な
い

社
会
参
加
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
健
康
増
進
や
介
護
予

防
に
向
け
た
取
組
み
を
進

め
、
健
や
か
で
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
の
実
現
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
今
年
、
市

制
施
行
か
ら
90
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
本
市
発
展
の
歴

史
に
思
い
を
馳
せ
、
本
市
の

魅
力
を
さ
ら
に
発
信
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
皆
様
の
本
市

に
対
す
る
愛
着
を
よ
り
深
め

て
い
た
だ
き
、“
住
み
続
け

た
い
”、“
住
ん
で
み
た
い
”

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が

S
C
豊
中
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
素
は
当
会
事
業
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
大
阪
・
関

西
万
博
が
開
催
さ
れ
、
当
会

も
「
O
S
A
K
A
か
ら
地
域

共
生
の
未
来
を
つ
く
る
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、
地

域
社
会
の
様
々
な
課
題
を
多

く
の
方
に
発
信
す
る
こ
と

で
、
福
祉
の
現
場
か
ら
多
様

な
人
々
が
共
に
支
え
合
い
な

が
ら
暮
ら
す
社
会
の
姿
を
考

え
る
機
会
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
文
化
共
生
や
身

寄
り
の
な
い
方
へ
の
支
援
な

ど
新
た
な
福
祉
課
題
に
対
応

す
る
取
り
組
み
も
進
め
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
を
、
住
民
一
人
ひ
と

り
が
参
加
し
て
築
い
て
い
け

る
環
境
づ
く
り
に
も
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

貴
連
合
会
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、会
員
相
互
の
見
守
り
、

世
代
間
交
流
、
公
園
清
掃
や

手
縫
い
雑
巾
の
寄
付
活
動
な

ど
、
地
域
に
根
差
し
た
ご
活

動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た

こ
と
。
ま
た
例
年
の
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
、
文
化
祭
、
将
棋
・

囲
碁
大
会
、
カ
ー
リ
ン
コ
ン

大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
、
公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会

等
だ
け
で
な
く
、
創
立
65
周

年
を
記
念
し
た
紅
白
歌
合
戦

を
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
地
域

を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
、
改
め
て
敬

意
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

令
和
８
年
を
迎
え
、
当
会

で
は
貴
会
と
一
層
の
協
力
を

図
り
、
地
域
づ
く
り
の
更
な

る
発
展
に
取
り
組
む
一
年
と

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
き

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

豊
中
市
長長

内　

繁
樹

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

豊
中
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

滝
下　

勇
次
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昨
年
9
月
5
日
㈮
、
大
阪

府
社
会
福
祉
会
館
に
お
い
て

第
67
回
大
阪
府
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
１
部
の
式
典

で
は
、
門
林
府
老

連
会
長
に
よ
る
あ

い
さ
つ
の
後
、
表

彰
へ
と
移
り
ま
し

た
。
Ｓ
Ｃ
豊
中
は

大
阪
府
知
事
か
ら

1
ク
ラ
ブ
に
表
彰

状
が
、
府
老
連
会

長
か
ら
表
彰
、
感

謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ

1
名
に
、
島
江
老

人
ク
ラ
ブ
と
寺
内

ら
ん
寿
会
に
は

加
入
促
進
ク
ラ

ブ
表
彰
、
寺
内

ら
ん
寿
会
に
は

全
老
連
会
長
か

ら
も
伝
達
で
活

動
賞
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓

各
位
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
き
、

式
典
は
滞
り
な

く
終
了
し
ま
し

た
。

　

第
２
部
の
記

念
講
演
で
は
、

大
阪
大
学
大
学

院
人
間
科
学
研
究
科
教
授
の

渥
美
公
秀
先
生
が
「
誰
も
が

助
か
る
社
会
へ
～
住
み
な
れ

た
ま
ち
で
安
心
し
て
過
ご

せ
る
た
め
に
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
大
阪
府
老
連
副

会
長
に
よ
る
閉
会
挨
拶
で
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

第67回
大阪府老人クラブ大会

◆
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

  
寺
内
ら
ん
寿
会

◆�

大
阪
府
知
事
表
彰

　
　
大
阪
府
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

  

ロ
イ
ヤ
ル
コ
ー
ト
豊
中
「
豊
樹
会
」

◆
大
阪
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

　

  

前
田　

雄
治（
若
竹
寿
会
）

◆
大
阪
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
感
謝
状

　

  

松
島　

英
雄（
若
手
部
会
長
）

　

  

指
宿　

海
男（
小
曽
根
グ
ル
ー
プ
長
）

◆
加
入
促
進
表
彰
ク
ラ
ブ

　

  

島
江
老
人
ク
ラ
ブ
・
寺
内
ら
ん
寿
会

SC豊中 受賞者一覧
（敬称略）
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昨
年
９
月
5
日
㈮
・
6

日
㈯
、
豊
中
市
立
文
化
芸
術
セ

ン
タ
ー
展
示
室
に
お
い
て
、
第

53
回
豊
中
市
高
齢
者
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
絵
画
84

点
、
書
道
21
点
、
写

真
21
点
、
手
工
芸
品

2
3
1
点
、
文
芸
作

品
32
点
な
ど
、
合
計

4
0
0
点
以
上
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
役

員
・
来
賓
等
を
含
め
、

２
日
間
で
6
5
0
名

以
上
の
方
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
実
施
し

て
い
る
地
域
の
子
供
さ
ん
と

の
交
流
で
、
１
日
目
は
て
し
ま

保
育
園
の
園
児
さ
ん
28
名
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
来
場

さ
れ
、
歌
声
を
披
露
い

た
だ
く
と
共
に
、
手
遊

び
等
で
交
流
を
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
両
日
あ
わ
せ

て
15
組
30
名
の
親
子
さ

ん
が
来
所
さ
れ
、
作
品

を
鑑
賞
い
た
だ
く
と
共

に
、
会
場
内
に
設

置
さ
れ
た
魚

釣
り
ゲ
ー
ム

と
け
ん
玉
で

世
代
間
交
流

を
実
施
し
ま

し
た
。

　

２
日
目
に
は
海

外
で
も
演
奏
活
動
を
さ

れ
て
い
る
ス
ト
ロ
ー
奏
者
の

神
谷
徹
さ
ん
に
ス
ト
ロ
ー
演

奏
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

毎
年
実
施
し

て
い
る
女
性
部

会
員
に
よ
る
お
茶
席

も
好
評
で
、
２
日
目

に
は
用
意
し
た
お
茶

菓
子
が
品
切
れ
に
な

る
ほ
ど
で
し
た
。

Ｓ Ｃ 豊 中 活 動 報 告

創るよろこび
観るたのしみ

第53回 豊中市高齢者
文化祭
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昨
年
11
月
5
日
㈬
、
蛍
池
老

人
憩
の
家
に
お
い
て
令
和
7
年

度
S
C
豊
中
公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会

決
勝
が
開
催
さ
れ
、
8
チ
ー
ム

40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
1
試
合
で
は
上
野
楽
寿
会

が
優
勝
し
、
2
連
覇
。
今
年
も

大
阪
府
老
連
大
会
に
出
場
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
2
試
合
は
時
間
制
の
団
体

戦
で
、
高
川
豊
友
会
が
優
勝
し

ま
し
た
。

【
第
1
試
合
】

優　

勝　

上
野
楽
寿
会（
北
部
）

準
優
勝　

山
ノ
上
寿
会（
中
部
）

第
３
位　

豊
桜
会
（
中
部
）

【
第
2
試
合
】

優　

勝　

高
川
豊
友
会（
南
部
）

準
優
勝　

山
ノ
上
寿
会（
中
部
）

第
３
位　

上
野
楽
寿
会（
北
部
）

Ｓ Ｃ 豊 中 活 動 報 告

上野楽寿会の皆さん
優勝おめでとうございます！

Ｓ
Ｃ
豊
中

公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会

　

令
和
7
年
度
S
C
豊
中
公

式
ワ
ナ
ゲ
大
会
に
て
優
勝
さ

れ
た
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
野

楽
寿
会
の
皆
さ
ん
が
、
12
月

4
日
㈭
、
エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ

ー
ナ
大
阪
第
2
競
技
場
に
て

開
催
さ
れ
た
S
C
大
阪
公
式

ワ
ナ
ゲ
大
会
に
出
場
さ
れ
、

連
覇
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

大
阪
府
内
各
地
か
ら
参
加
し

た
26
チ
ー
ム
中
7
位
で
し

た
。
優
勝
は
阪
南
市
、
２
位

は
守
口
市
、
３
位
は
松
原
市

で
し
た
。

Ｓ
Ｃ
大
阪

公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会

　

昨
年
11
月
7
日
㈮
、
マ
リ

ン
フ
ー
ド
豊
中
少
年
野
球
場

に
お
い
て
シ
ル
バ
ー
G
G
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
、
1
0
7
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

【
男
性
の
部
】

優　

勝　

矢
羽
田　

直

準
優
勝　

酒
匂　

栄
一

第
３
位　

小
谷　

道
夫

第
4
位　

竹
内　

悦
治

第
5
位　

田
中　
　

稔

第
6
位　

福
井　

健
策

【
女
性
の
部
】

優　

勝　

亀
井
恵
美
子

準
優
勝　

髙
田　

志
津

第
３
位　

山
下　

勝
枝

第
4
位　

小
山　

綾
子

第
5
位　

籾
井　

靖
子

第
6
位　

安
藤
婦
美
子

第
31
回 

豊
中
市
シ
ル
バ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

大
会
結
果

優勝おめでとうございま
す！

大
会
結
果（
敬
称
略
）
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Ｓ Ｃ 豊 中 活 動 報 告
　

昨
年
11
月
20
日
㈭
、
令
和

7
年
度
S
C
豊
中
健
康
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
11
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

結
果
は
以
下
の
通
り
で
し
た
。

　

昨
年
10
月
27
日
㈪
、
地
域

共
生
セ
ン
タ
ー
西
館
3
階
に

て
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
初
心
者

講
座
を
、役
員
3
名
を
含
む

7
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

10
月
24
日
㈮
、
豊
島
体
育

館
に
お
い
て
豊
中
市
高
齢
者

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が

行
わ
れ
、
1
6
8
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ッ
キ
ン

グ
、
モ
ル
ッ
ク
、
ワ
ナ
ゲ
の

体
験
や
血
管
年
齢
の
測
定
、

高
川
豊
友
会
に
よ
る
盆
踊
り

な
ど
が
あ
り
、
最
後
は
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
で
盛
況
の
う
ち

に
閉
会
し
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
初
心
者
講
座

Ｓ
Ｃ
豊
中

健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

豊
中
市
高
齢
者

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

優　

勝　

�

桜
ヶ
丘
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
グ
ル
ー
プ

準
優
勝　

�

上
野
社
会
奉
仕
部

チ
ー
ム

第
３
位　

ア
ネ
モ
ネ

大
会
結
果

桜ヶ丘ウォークラリーグループの皆さん
優勝おめでとうございます！
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Ｓ Ｃ 豊 中 活 動 報 告
　

昨
年
７
月
16
日
㈬
、
蛍
池

老
人
憩
の
家
に
お
い
て
令
和

7
年
度
豊
中
市
高
齢
者
将
棋

大
会
が
開
催
さ
れ
、
S
C
豊

中
会
員
と
一
般
参
加
を
合
わ

せ
た
45
名
（
将
軍
戦
5
名
・

A
組
12
名
・
B
組
12
名
・
C

組
16
名
）が
参
加
し
ま
し
た
。

【
将
軍
戦
】

　

優　

勝　

徳
永　

久
男

　

準
優
勝　

駒
井
和
由
紀

【
Ａ
組
】

　

優　

勝　

市
道　

貴
幸

　

準
優
勝　

与
那
嶺　

正

【
Ｂ
組
】

　

優　

勝　

松
原　

敬
次

　

準
優
勝　

小
寺　

哲
也

【
Ｃ
組
】

　

優　

勝　

指
宿　

海
男

　

準
優
勝　

菅　

喜
三
男

大
会
結
果（
敬
称
略
）

豊
中
市
高
齢
者

 

将
棋
大
会皆さん、優勝おめでとうございます！

　

昨
年
10
月
29
日
㈬
、
蛍
池

老
人
憩
の
家
に
お
い
て
第
51

回
豊
中
市
高
齢
者
謡
曲
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

蟻

通
（
和
謡
会
）

竹
生
島
（
和
諷
会
）

野

宮
（
延
寿
蛍
謡
会
）

羽

衣
（
和
諷
会
）

百

萬
（
和
謡
会
）

　

カ
ー
リ
ン
コ
ン
は
、
簡
単

な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
審
判

は
各
チ
ー
ム
が
交
代
で
務
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ィ
ス
ク
を
投
げ
る
こ
と

は
出
来
る
が
主
審
や
得
点
係

は
自
信
が
な
い
と
お
っ
し
ゃ

る
方
が
多
く
お
ら
れ
る
の

で
、
昨
年
9
月
10
日
に
蛍
池

老
人
憩
い
の
家
に
お
い
て
審

判
講
習
会
を
開
催
し
、
39
名

が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ー
リ
ン
コ
ン
の

地
区
大
会
を
3
ヵ
所
で
開
催

し
、
プ
レ
ー
を
楽
し
む
と
と

も
に
親
睦
、
交
流
を
図
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
の
3
月
4
日

㈬
に
は
第
７

回
豊
中
市
カ

ー
リ
ン
コ
ン
大

会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

番
　
　
組

第
51
回 

豊
中
市
高
齢
者

 

謡
曲
大
会

カ
ー
リ
ン
コ
ン
部
会地区大会 開催日 会場 参加チーム 優勝チーム

東部 9月15日㈪ 千里公民館 9 桜ヶ丘シニアC
北部・中部 9月30日㈫ 蛍池老人憩の家 16 スマイル

南部 10月10日㈮ 旧島田小学校 18 悠々会A
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Ｓ Ｃ 豊 中 活 動 報 告

　

昨
年
10
月
8
日
㈬
、
豊
島

公
園
に
お
い
て
第
46
回
豊
中

市
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
、
15
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

優　

勝　

本
町
同
好
会

準
優
勝　

愛
球
ク
ラ
ブ

第
３
位　

東
桜
会

　

昨
年
11
月
13
日
㈭
、
摂
津

市
役
所
7
階
会
議
室
に
お
い

て
Ｓ
Ｃ
豊
中
役
員
管
外
研
修

会
を
実
施
し
、
午
前
は
摂
津

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
会
（
豊
中

市
15
名
・
摂
津
市
8
名

参
加
）
を
行
い
、
お
互

い
の
取
り
組
み
や
課
題

点
な
ど
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

忍
頂
寺 

燈
々
庵
で

の
昼
食
後
、
午
後
は
ダ

ム
パ
ー
ク
い
ば
き
た
を

見
学
・
視
察
し
ま
し
た
。

本町同好会の皆さん
優勝おめでとうございます！

第
46
回
豊
中
市
高
齢
者

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

昨
年
９
月
24
日
㈬
、
蛍
池

老
人
憩
の
家
に
お
い
て
令
和

7
年
度
豊
中
市
高
齢
者
囲
碁

大
会
が
開
催
さ
れ
、
S
C
豊

中
会
員
と
一
般
参
加
を
合
わ

せ
た
39
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
も
A
〜
C
の
３
組

に
分
か
れ
て
対
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

【
A
組
】

　

優　

勝　

飛
石　

峰
男

　
　
　
　
　

白
石　

知
芳

　
　
　
　
　

小
山　
　

明

　

準
優
勝　

造
田　

英
彰

　
　
　
　
　

日
比　
　

隆

　
　
　
　
　

小
山　
　

勲

【
B
組
】

　

優　

勝　

岩
田　
　

功

　
　
　
　
　

西
田　

武
志

　

準
優
勝　

大
川
喜
八
郎

　
　
　
　
　

児
玉　

和
明

　
　
　
　
　

福
渡　

八
郎

【
C
組
】

　

優　

勝　

山
中　

三
郎

　
　
　
　
　

山
田　

英
子

　

準
優
勝　

辻
野
本　

猛

　
　
　
　
　

野
元　

信
子

　
　
　
　
　

渡
邉　

禎
之

大
会
結
果（
敬
称
略
）

豊
中
市
高
齢
者

 

囲
碁
大
会皆さん、優勝おめでとうございます！

大
会
結
果

ＳＣ豊中
役員管外研修会
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Ｓ
Ｃ
豊
中
の
恒
例
行
事
・
秋
季
日
帰

　

Ｓ
Ｃ
豊
中
の
恒
例
行
事
・
秋
季
日
帰

り
旅
行
が
、
11
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭
の

2
日
に
亘
り
、
バ
ス
7
台
2
9
3
名
が

参
加
し
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
ま
た
何
の

事
故
も
な
く
無
事
終
了
し
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

行
程
は
、
豊
中
を
出
発
し
て
最
初
に

浄
瑠
璃
寺
を
訪
ね
、
そ
の
後
、
岩
船
寺

─
奈
良
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
昼
食
）
─

平
城
宮
跡
歴
史
公
園
─
柿
の
葉
寿
司
─

道
の
駅
ク
ロ
ス
ウ
ェ
イ
な
か
ま
ち
を
巡

る
コ
ー
ス
で
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
「
浄
瑠
璃
寺
」
は
、

東
の
薬
師
如
来
像
を
ま
つ
る
三
重
塔
・

中
央
宝
池
─
西
の
九
体
阿
弥
陀
堂
（
本

堂
）
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
浄
瑠
璃

寺
の
寺
名
は
薬
師
如
来
像
の
浄
土
で
あ

る
浄
瑠
璃
世
界
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
寺
で
は
、

歴
史
の
重
さ
を
感
じ
住
職
の
法
話
も
楽

し
く
、
拝
観
見
学
が
出
来
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た「
岩
船
寺
」も
1
0
0
0

年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
古
刹
で
、
天
平

元
年
（
7
2
9
年
）
に
聖
武
天
皇
が
僧
・

行
基
に
命
じ
て
阿
弥
陀
堂
を
建
立
し
た

の
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
紆
余
曲
折
を
経
て
弘
仁
3

年
（
8
1
2
年
）
に
、
堂
塔
伽
藍
が
整

備
さ
れ
、
寺
号
も
岩
船
寺
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
寺
で
は
、

阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
は
じ
め
多
く
の
仏

像
が
安
置
さ
れ
、
国
の
重
要
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
歴
史
あ

る
古
寺
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
住

職
の
法
話
が
あ
り
、
皆
さ
ん
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
奈
良
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」
で
の
昼

食
は
、
質
量
と
も
に
十
分
な
も
の
で
皆

さ
ん
満
足
の
様
子
で
美
味
し
く
頂
き
ま

し
た
。
昼
食
後
に
訪
れ
た
「
国
営
平
城

宮
歴
史
公
園
」
で
は
、
朱
雀
門
前
で
の

記
念
撮
影
の
後
、
散
策
に
出
か
け
、
私

は
「
平
城
宮
い
ざ
な
い
館
」
を
見
学
、

1
3
0
0
年
続
い
た
平
城
京
か
ら
現
代

に
い
た
る
進
化
、
発
展
の
経
緯
を
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
し
て
古
代
か
ら
の

日
本
の
歴
史
を
知
る
上
で
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
奈
良
の
名
物
、
有
名
な

「
柿
の
葉
寿
司
」
は
人
気
が
あ
り
、
買

い
求
め
る
人
で
大
変
な
混
雑
で
し
た
。

　

最
後
に
訪
れ
た
「
道
の
駅
ク
ロ
ス
ウ

ェ
イ
な
か
ま
ち
」
は
、
最
近
オ
ー
プ
ン

し
た
道
の
駅
で
面
積
も
広
く
農
産
物
、

加
工
品
が
多
く
並
び
活
況
を
呈
し
て
お

り
、
な
か
で
も
奈
良
特
産
の
「
柿
」
売

り
場
で
は
、
奈
良
の
柿
は
旨
い
よ
と
言

い
な
が
ら
、
多
く
の
人
が
土
産
物
を
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

以
上
が
私
の
旅
行
の
感
想
で
す
。

　

趣
味
部
会
で
は
、
毎
年
春
と
秋
、
日

帰
り
旅
行
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
友
人

参
加
も
可
能
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
趣
味
部
会
長　

大
森　

裕
和
）

Ｓ Ｃ 豊 中 活 動 報 告

　

昨
年
11
月
21
日
㈮
、
豊
島
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
と
よ
な
か
市
民
環
境
展

2
0
2
5
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｃ
豊
中
で
は
、
社
会
活
動
部
会
が

中
心
に
な
り
、
竹
や
紙
な
ど
身
近
な
素

材
を
使
っ
た
昔
遊
び
や
エ
コ
工
作
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
や
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

世
代
を
超
え
た
交
流
を
通
じ
て
、
環

境
に
配
慮
し
た
暮
ら
し
の
大
切
さ
や
、

も
の
を
大
切
に
使
う
心
を
伝
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

趣
味
部
会
主
催 

秋
季
日
帰
り
旅
行

ＳＣ豊中 
秋季日帰り旅行に

参加して

とよなか
市民環境展2025
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　12月 4 日㈭、アクア文化ホールにて豊中市老
人クラブ連合会創立65周年記念・紅白歌合戦を
開催しました。はじめに前田会長から記念の挨拶
があり、その後、来賓祝辞を頂き、紅白歌合戦の
開幕です。紅白の区分けは男女、地域ではなくラ
ンダムで、紅組31名、白組30名の61名の歌声で
優勝を目指しました。
　結果発表の前に、特別審査員の寺尾仁志さん

率いるhuman noteの皆さんの心温まるミニコン
サートが行なわれ、会場全体が歌の力を感じたひ
と時でした。
　 9 名の審査員の投票の結果、 6 対 3 で赤組の勝
利となりました。
　また紅白歌合戦が開催されるよう、豊中市老人
クラブ連合会の発展を誓い、大盛況のうちに閉会
となりました。

SC豊中
創立65周年記念紅白歌合戦
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寺尾仁志さん率いる human note のステージ

紅
組
優
勝

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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大
阪
府
警
本
部
の
発
表
に

よ
り
ま
す
と
、
昨
年
１
月
か

ら
9
月
ま
で
の
大
阪
府
下
特

殊
詐
欺
の
被
害
は
2
4
3
8

件
、
87
億
8
0
0
万
円
と
前

年
同
期
と
比
べ
て
件
数
、
金

額
と
も
大
き
く
増
え
て
い
ま

す
。

　

手
口
と
し
て
は
オ
レ
オ
レ

詐
欺
が
最
も
多
く
、
次
い
で

還
付
金
詐
欺
、
架
空
料
金
請

求
詐
欺
と
続
き
ま
す
。
最
近

は
金
融
商
品
詐
欺
や
交
際
斡

旋
詐
欺
な
ど
で
若
者
の
被
害

も
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

被
害
は
54
％
で
特
に
女
性
の

被
害
が
目
立
ち
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

高
齢
者
が
特
殊
詐
欺
の
被
害

に
遭
わ
な
い
為
の
注
意
喚
起

を
目
的
に
10
月
20
日
、
豊
中

警
察
署
か
ら
講
師
を
お
招
き

し
て
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
に
よ
る

防
犯
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

他
の
行
事
と
重
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
参
加
者
は
44
名

と
予
想
を
下
回
り
ち
ょ
っ
と

残
念
で
し
た
が
講
師
の
話
を

熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

話
の
中
心
は
「
ニ
セ
警
察

官
」
に
よ
る
特
殊
詐
欺
が
多

発
し
て
い
る
事
で
し
た
。

◦
事
例
は
、
警
察
官
と
名
乗

る
犯
人
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ

リ
に
誘
導
し
「
あ
な
た
が
犯

罪
に
加
担
し
て
い
る
」
と
言

い
逮
捕
状
を
見
せ
て
「
逮
捕

す
る
」
と
言
っ
て
く
る
、「
他

人
に
話
せ
ば
守
秘
義
務
違
反

に
な
る
」
な
ど
と
追
い
詰
め

る
、
そ
し
て
「
資
金
調
査
」

と
言
っ
て
お
金
を
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
な
ど
で
送
金
さ
せ

騙
し
取
る
も
の
で
す
。
警
察

官
が
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
や
り
と
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
と
講

師
は
強
調
さ
れ
て
い
ま
し

た
。「
こ
の
人
、
本
当
に
警

察
官
？
」
と
感
じ
れ
ば
、
電

話
を
切
っ
て
警
察
署
や
最
寄

り
の
交
番
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

◦
ま
た
、
最
近
は
海
外
か
ら

の
国
際
電
話
で
「
＋
１
や
＋

44
」
又
は
「
0
1
0
」
か
ら

始
ま
る
も
の
は
詐
欺
の
可
能

性
が
大
で
す
。
海
外
に
家
族

や
友
人
、
知
人
が
お
ら
れ
る

場
合
以
外
は
国
際
電
話
の
発

信
・
着
信
を
休
止
し
ま
し
ょ

う
。
席
上

国
際
電
話

休
止
申
込
書

の
用
紙
が
配
布
さ

れ
、
ほ
と
ん
ど
の
受
講
者
が

記
入
し
ま
し
た
。

◦
大
阪
府
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
条
例
が
改
正
さ
れ
、

①�

高
齢
者
が
携
帯
電
話
で
通

話
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操

作
す
る
こ
と
の
禁
止

②�

金
融
機
関
は
、
特
殊
詐
欺

な
ど
の
被
害
の
お
そ
れ
を

認
め
た
場
合
、
警
察
へ
の

通
報
な
ど
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。

③�
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
に
よ
る
振
込
み
が

1
日
あ
た
り
10
万
円
以
下

に
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

④�

コ
ン
ビ
ニ
な

ど
は
5
万
円

以
上
の
電
子

マ
ネ
ー
販
売

時
に
は
、
特

殊
詐
欺
の
お

そ
れ
が
な
い

か
確
認
す
る

義
務
が
あ
り

ま
す
。
購
入

者
も
ま
た
確

認
に
応
じ
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

　

以
上
が
改
正
の
要
点

で
、
こ
れ
に
つ
い
て
分

か
り
易
く
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

◦
家
庭
電
話
に
録
音
機
器
を

つ
け
て
お
ら
れ
る
家
庭
も
増

え
て
い
ま
す
が
、
未
だ
設
置

し
て
い
な
い
家
庭
に
は
無
償

で
機
器
を
取
り
付
け
る
旨
話

が
あ
り
、
さ
っ
そ
く
10
数
名

が
申
し
込
み
ま
し
た
。
数
日

後
、
警
察
官
が
自
宅
訪
問
さ

れ
機
器
を
取
り
付
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も

自
分
は
大
丈
夫
と
過
信
せ

ず
絶
え
ず
注
意
を
怠
ら
ず
、

万
一
不
審
に
思
う
時
に
は
家

族
や
友
人
、
警
察
に
相
談
す

る
の
が
肝
要
で
す
。
大
切
な

老
後
資
金
や
子
や
孫
へ
遺
し

て
や
り
た
い
貴

重
な
お
金
を
騙

し
取
ら
れ
な
い

よ
う
に
く
れ
ぐ

れ
も
用
心
し
ま

し
ょ
う
。

　

以
上
、
誠
に

有
意
義
な
防
犯

講
座
で
し
た
。

（
ブ
ロ
ッ
ク
長

藤
田　

征
夫
）

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
特
殊
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に

「
防
犯
講
座
」
の
開
催
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皆
様
、
お
元
気
で
新
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
か
。

　

今
年
も
Ｓ
Ｃ
豊
中
で
、

数
々
の
思
い
出
を
一
杯
作
っ

て
頂
き
、
楽
し
い
1
年
に
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
為
、色
ん
な
催
し
に
、

何
で
も
挑
戦
す
る
事
が
大
事

で
す
。
車
椅
子
で
も
参
加
で

き
る
、
ワ
ナ
ゲ
や
カ
ー
リ
ン

コ
ン
も
あ
り
ま
す
。

　

諦
め
な
い
で
参
加

し
て
下
さ
い
。

　

私
自
身
も
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
更
な
る
挑

戦
と
、
喜
び
の
笑
顔
を
パ

ワ
ー
に
頑
張
っ
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。役
員
の
皆
様
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
が

今
年
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
ブ
ロ
ッ
ク
長

谷
口　

幸
雄
）

　

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
さ

ん
、
益
々
お
元
気
で
新
春
を

晴
れ
や
か
に
お
迎
え
の
事
と

存
じ
ま
す
。
昨
年
の
後
半

期
・
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
主
要

な
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。
5

月
に
は
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
大

会
を
、
蛍
池
憩
い
の
家
で
開

催
し
52
名
の
方
が
出
演
・
沢

山
の
応
援
団
も
来
ら
れ
楽
し

く
賑
や
か
な
歌
声
が

響
き
ま
し
た
。
中
に

は
衣
装
持
参
で
ま
る

で
演
歌
歌
手
の
雰
囲
気
そ
の

ま
ま
で
、
歌
っ
て
お
ら
れ
た

方
も
い
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
出
演
し

た
方
の
代
表
が
、12
月
4
日
・

S
C
豊
中
紅
白
歌
合
戦
に
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
20

名
参
加
し
て
、
S
C
豊
中
65

周
年
を
記
念
す
る
歌
合
戦
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

9
月
5
日
～
6
日
豊
中
文
化

芸
術
セ
ン
タ
ー
で
の
高
齢
者

文
化
祭
・
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
よ

り
沢
山
の
方
の
出
展
が
有

り
、
長
内
市
長
も
駆
け
つ
け

て
来
ら
れ
、
皆
さ
ん
と
記
念

撮
影
に
も
応
じ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

9
月
30
日
に
は
、
北
部
・

中
部
カ
ー
リ
ン
コ
ン
大
会
を

開
催
し
て
愛
好
家
の
皆
さ

ん
、
賑
や
か
に
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。
南
永
楽
会
A
チ
ー
ム

が
2
位
、
螢
池
延
寿
会
A

チ
ー
ム
が
3
位
に
入
り
健
闘

し
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
に
は
第
2
回
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
・
ワ
ナ
ゲ
大

会
を
蛍
池
憩
い
の
家
で
開

催
。
5
名
1
組
で
13
チ
ー
ム

が
参
加
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
子
供
の
頃
楽
し
ん

だ
ワ
ナ
ゲ
、
案
外
難
し
か
っ

た
り
得
点
が
中
々
入
ら
ず
苦

戦
し
た
り
と
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ

ヤ
ガ
ヤ
楽
し
い
集
い
と
な
り

ま
し
た
。
93
才
の
中
松
亀
吉

さ
ん
の
選
手
宣
誓
で
ス
タ
ー

ト
。
中
松
さ
ん
は
、
ワ
ナ
ゲ

大
好
き
で
元
気
一
杯
。
優
勝

し
た
の
は
、
上
野
楽
寿
会
A

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
。
兼
田
富

子
さ
ん
は
、
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

で
3
0
0
点
の
満
点
を
出
さ

れ
、
拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い

ま
し
た
。

　

上
野
楽
寿
会
チ
ー
ム
は
実

力
者
揃
い
。
大
阪
府
大
会
で

も
優
勝
し
た
実
績
が
あ
り
今

後
の
活
躍
が
益
々
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
準
優
勝
は
蛍
池

延
寿
会
Ａ
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

私
達
が
目
指
す
の
は
、
健

康
長
寿
の
人
生
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ　

体
操　

ス
ポ
ー
ツ
等

で
体
を
動
か
し
足
腰
を
鍛

え
、
友
達
と
お
喋
り
を
し
て

人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
ブ
ロ
ッ
ク
長

藤
井　
　

保
）

南
部
ブ
ロ
ッ
ク

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
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グループ・単位クラブ活動だより

　

高
川
豊
友
会
は
単
独
で
毎

年
文
化
祭
を
開
催
し
て
お

り
、
昨
年
で
27
回
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
近
年
高
齢
化

の
関
係
で
茶
道
部
・
書
道
部

が
廃
部
と
な
り
、
お
茶
の

サ
ー
ビ
ス
・
書
の
出
展
が
出

来
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
華

道
部
・
絵
手
紙
ク
ラ
ブ
・
手

芸
部
等
の
頑
張
り
と
、
新
し

く
立
ち
上
げ
た
折
り
紙
教
室

と
、
一
般
の
方
々
の
協
力
を

得
て
、
今
年
も
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

出
展
数
は
総
数
2
4
5
点

に
達
し
、
来
館
者
も
8
月

30
日
、
31
日
の
2
日
間
で

約
1
2
0
名
と
、

会
員
の
3
分
の
1

以
上
の
来
館
を
得

て
、
今
年
も
頑

張
っ
て
文
化
祭
行

事
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
、
新
た

に
決
意
し
た
次
第

で
す
。
皆
様
も
一

度
ご
来
館
頂
け
れ

ば
幸
甚
で
す
。

高
川
豊
友
会
文
化
祭

高
川
豊
友
会　

齋
藤
喜
代
子

南
部
・
高
川
グ
ル
ー
プ

　

昨
年
12
月
14
日
㈰
、
お
誕

生
会
、
例
会
の
後
に
忘
年
会

と
親
睦
を
兼
ね
て
、
た
こ
焼

き
パ
ー
テ
ィ
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

　

4
台
の
た
こ
焼

き
器
で
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
た
こ
焼

き
粉
を
流
し
入
れ

る
人
、
た
こ
を
入

れ
る
人
、
他
の
具

材
を
入
れ
る
人
、

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ

ヤ
と
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な

が
ら
作
る
た
こ
焼

き
の
お
い
し
い
こ

と
。
み
ん
な
大
満

足
で
し
た
。

　

そ
の
後
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
盛
り
上

が
り
、
そ
れ
ぞ
れ

賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し

て
解
散
致
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、

参
加
し
て
楽
し

か
っ
た
と
思
っ
て

頂
け
る
よ
う
な
企
画
を
、
役

員
一
同
で
考
え
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

南
桜
塚
こ
と
ぶ
き
会 

活
動
報
告

南
桜
塚
こ
と
ぶ
き
会 

会
長　

西
谷　

洋
子

中
部
・
中
桜
塚
グ
ル
ー
プ
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当
ク
ラ
ブ
は
昨
年
4
月
か

ら
「
野
菜
サ
ー
ク
ル
」
を
発

足
し
ま
し
た
。

　

発
足
に
当
た
り
月
1
回
の

役
員
、
地
区
班
長
と
の
会
議

で
、
新
規
会
員
を
増
や
す
た

め
の
協
議
を
行
い
、
そ
の
中

で
40
数
年
来
、
家
庭
菜
園
を

行
っ
て
い
る
班
長
か
ら「『
野

菜
サ
ー
ク
ル
』
を
発
足
し
て

は
」
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
は
『
豊

南
老
人
憩
の
家
』
の
庭
で
も

可
能
と
の
事
で
し
た
の
で
、

発
足
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

　

当
初
課
題
の
新
規
会
員
増

加
は
、
我
々
会
員
が
菜
園
活

動
を
知
ら
な
け
れ
ば
と
の
事

で
、
ま
ず
既
存
会
員
で
サ
ー

ク
ル
募
集
を
行
い
、
16
名
の

会
員
で
会
費
月
2
0
0
円
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

4
月
下
旬
に
夏
野
菜
（
ト

マ
ト
・
ナ
ス
・
ゴ
ー
ヤ
な
ど
）

の
種
蒔
を
し
、
二
人
一
組
で

水
や
り
な
ど
の
作
業
を
行
う

な
ど
、
夏
の
猛
暑
に
は
大
変

な
思
い
の
中
で
の
作
業
で
、

7
月
15
日
収
穫
祭
を
実
施
し

ま
し
た
。
収
穫
量
は
思
う
ほ

ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
達
成
感
が
あ

っ
た
と
の
声
を
聞

く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

今
後
は
冬
野
菜

の
種
蒔
、
収
穫
を

終
え
、
1
年
間
の

活
動
状
況
を
検
証

し
、
新
規
会
員
増

加
の
ツ
ー
ル
と
す

る
事
を
考
え
て
い

ま
す
。

S
C
ほ
う
な
ん
（
豊
南
こ
と
ぶ
き
会
）

会
長　

森
山　
　

進

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
人
と
の
つ
な
が
り
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
少
な
い
会
員

で
す
が
月
に
1
回
集
会
所
で

誕
生
日
会
を
開
催
し
、
ゲ
ー

ム
及
び
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

み
、
又
、
毎
週
土
曜
日
に
有

志
で
健
康
麻
雀
を
行
う
等
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
二
年
輪
会
は
趣
味
を
通

じ
て
親
睦
を
深
め
な
が
ら
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

グループ・単位クラブ活動だより

東
部
ブ
ロ
ッ
ク　

第
二
年
輪
会

会
長　

河
野　
　

裕

東
部
・
第
２
グ
ル
ー
プ

南
部
・
豊
南
グ
ル
ー
プ
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人
の
生
涯
は
1
冊
の
本
に

な
る
と
い
い
ま
す
。
残
さ
れ

た
ペ
ー
ジ
は
後
何
ペ
ー
ジ
な

の
で
し
ょ
う
？

　

10
年
前
、
定
年
で
豊
中
に

戻
り
、
気
が
付
く
と
豊
桜
会

で
と
て
も
充
実
し
た
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。
1
0
3
歳

を
超
え
て
も
後
輩
た
ち
に
命

の
素
晴
ら
し
さ
、
優
し
さ
を

醸
し
出
し
て
下
さ
る
方
が
お

ら
れ
ま
す
。
又
、
会
員
お
一

人
お
一
人
の
生
き
様
の
素
晴

ら
し
さ
に
触
れ
て
学
ぶ
こ
と

も
多
く
、
今
年
傘
寿
を
迎
え

る
私
に
も
親
友
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

月
に
一
度
の
誕
生
会
や
公

園
掃
除
や
体
操
に
歌
。
S
C

豊
中
で
は
、
旅
行
や
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
、
ワ
ナ
ゲ
大
会
、

高
齢
者
文
化
祭
は
と
て
も
楽

し
み
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

　

温
暖
化
が
進
み
、
春
と
秋

の
彩
り
は
少
な
く
て
も
、
暑

さ
寒
さ
に
負
け
ず
仲
間
と
一

緒
に
励
ま
し
合
い
、
助
け
合

い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る

こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　
「
詩
と
メ
ル
ヘ
ン
」
の
読

者
で
あ
っ
た
私
に
は
、
美
し

い
色
合
い
の
世
界
と
「
逆
転

し
な
い
正
義
」
を
し
っ
か
り

持
っ
て
、
伴
侶
と
共
に
ペ
ー

ジ
を
閉
じ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の
夏
は
海
外
旅
行
か

夏
山
登
山
と
漠
然
と
考
え
て

い
た
。
コ
ロ
ナ
以
来
海
外
旅

行
が
途
絶
え
て
い
る
。

　

連
日
の
異
常
な
猛
暑
で
、

不
要
な
外
出
は
控
え
て
下
さ

い
、
涼
し
い
部
屋
で
過
ご
し

て
下
さ
い
の
呼
び
か
け
に
躊

躇
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
中
国

の
歴
史
ド
ラ
マ
、
メ
ロ
ド
ラ

マ
、
猿
さ
ん
の
動
画
を
観
て

い
る
。
初
め
は
興
味
が
無

か
っ
た
が
は
ま
る
も
の
だ
。

最
近
で
は
観
な
い
と
落
ち
着

か
な
い
。
放
映
日
が
待
ち
遠

し
い
。

　

そ
ん
な
或
る
日
、「
頭
と

体
の
体
操
」
と
い
う
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
。
私
の
頭

と
体
は
固
く
て
錆
び
て
い
る

と
心
配
だ
っ
た
が
、
そ
の
心

配
も
無
く
帰
途
に
つ
い
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
「
相
続
入

門
」
の
セ
ミ
ナ
ー
だ
。
私
の

預
貯
金
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
不

動
産
は
司
法
書
士
、
行
政
書

士
さ
ん
に
お
任
せ
す
る
し
か

無
い
よ
う
だ
。

　

先
日
は
「
カ
ラ
オ
ケ
」
に

行
っ
た
。
私
の
カ
ラ
オ
ケ
歴

は
浅
く
、
人
前
で
歌
う
な
ん

て
考
え
た
事
も
無
く
、
想

像
す
ら
出
来
な
か
っ
た
の

に
、
歌
え
ば
歌
え
る
も
の
で

あ
る
。
他
人
の
耳
を
気
に
し

た
ら
歌
え
な
い
。
自
分
の
世

界
で
歌
っ
て
い
る
。
今
年
初

め
て
の
カ
ラ
オ
ケ
。
次
は
い

つ
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
ま
だ

十
八
番
が
無
い
。
皆
ん
な
は

ど
ん
な
夏
を
過
ご
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
話
を
聞
く
の

が
楽
し
み
だ
。

　

後
少
し
で
8
月
も
終
わ

り
。
夏
も
終
わ
り
。
海
外
旅

行
も
、
夏
山
登
山
も
行
け
な

か
っ
た
の
が
悔
や
ま
れ
る
。

今
年
こ
そ
、
今
年
こ
そ
行
き

た
い
! ! 

も
う
一
度
ベ
ト
ナ

ム
の
ハ
ロ
ン
湾
、
中
国
の
桃

源
郷
へ
! !

　

朝
7
時
45
分
出
発
。「
こ

ど
も
安
全
つ
う
が
く
ろ
」
の

ピ
ン
ク
の
旗
を
も
ち
、
持

場
に
行
き
ま
す
。
場
所
は
、

十
二
中
学
校
周
辺
、
神
刀
根

線
沿
い
で
す
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
気
を
付
け
て
」「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
元
気
な
声

と
笑
顔
が
と
び
交
う
時
で

す
。

　

自
転
車
通
学
し
て
い
る
高

校
生
！ 

ス
ピ
ー
ド
出
さ
な

い
で
！

　

自
転
車
う
し
ろ
に
乗
っ
て

い
る
保
育
園
児
、
手
を
ふ
っ

て
く
れ
る
子
、
小
さ
な
口
を

あ
け
、
あ
く
び
を
し
て
い
る

子
。
と
て
も
楽
し
い
光
景
で

す
。

　

小
学
生
が
列
を
作
っ
て
来

ま
す
。遅
れ
て
走
っ
て
来
て
、

「
セ
ー
フ
」
と
元
気
な
子
。

　

う
ぐ
い
す
の
様
な
声
で

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
行
っ
て
き
ま
す
』
と
女
の

子
。「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、

気
を
付
け
て
」
カ
ラ
ス
声
の

私
。

　

風
が
背
を
押
す
日
も
あ
れ

ば
、
雨
が
胸
つ
く
肩
た
た

く
、
合
羽
も
役
に
た
た
な
い

時
も
！

　

で
も
頑
張
り
ま
す
。
と
て

も
ス
テ
キ
な
30
分
。
宝
石
の

よ
う
な
、
キ
ラ
キ
ラ
笑
顔
に

出
会
え
る
瞬
間
、最
高
で
す
。

楽
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
、
バ
ン
ザ
イ
! !

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
随
想
を
紹
介
し
ま
す

◆
お
詫
び
と
訂
正

　

前
号「
豊
寿
1
2
5
号
」の
17
ペ
ー
ジ「
豊
寿
の
ひ
ろ
ば
」の
記
事

に
お
き
ま
し
て
、「
美
山
の
旅
」
執
筆
者
の
お
名
前
に
誤
り
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
投

稿
い
た
だ
い
た
安
本
さ
ま
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
誤
）
本
町
寿
会　

山
口　

光
一

（
正
）
熊
野
田
第
1
み
ど
り
会　

安
本　

重
子

旗
ふ
り
お
ば
さ
ん

浜
と
き
わ
会新

居
冨
美
子

こ
の
星
の
も
と
で

豊
桜
会

岩
城
真
紀
子

私
の
夏

熊
野
田
第
１
み
ど
り
会

安
本　

重
子
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５
月
22
日
㈭
、
総
勢
23
名

で
神
戸
の
水
族
館
ａ
ｔ
ｏ
ａ

（
ア
ト
ア
）
の
見
学
に
行
き

ま
し
た
。

　

ア
ト
ア
の
名
前
は
水
族
館

（
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
）
と
芸
術

（
ア
ー
ト
）
を
融
合
し
て
名

付
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、

そ
こ
に
は
１
０
０
種
類
、
約

３
０
０
０
点
の
生
き
も
の
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
三
宮
か
ら
湾
岸
地
区

を
巡
回
す
る
ポ
ー
ト
ル
ー
プ

バ
ス
に
乗
り
ま
し
た
が
、
こ

の
バ
ス
は
２
台
連
結
し
た
よ

う
な
大
き
な
バ
ス
で
先
ず
そ

の
長
さ
に
驚
き
ま
し

た
。

　

水
族
館
で
は
、
一

歩
館
内
に
足
を
踏
み

入
れ
る
と
ま
る
で
万

華
鏡
の
中
に
い
る
よ

う
な
色
鮮
や
か
な

光
、
光
、
光
が
四
方

八
方
か
ら
照
射
さ
れ

て
い
て
目
が
く
ら
み

足
許
が
お
ぼ
つ
か
な

い
ほ
ど
の
光
の
洪
水

で
す
。

　

大
小
さ
ま
ざ
ま

な
水
槽
に
は
珍

し
い
魚
や
熱

帯
魚
な
ど

が
陳
列
さ
れ

て
い
て
優
雅

に
泳
い
で
い
ま

す
。

　

魚
だ
け
で
な
く
、

小
さ
な
ネ
ズ
ミ
の
仲

間
や
色
鮮
や
か
な
カ

エ
ル
や
イ
モ
リ
な
ど

が
い
た
り
、
ワ
ラ
ビ

ー
が
寝
そ
べ
っ
て
い

た
り
、
ま
た
大
き
な

亀
が
見
学
者
の
足
も

と
を
の
そ
り
の
そ
り

と
歩
い
て
い
た
り
し

て
、
み
ん
な
平
和
に

の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

巨
大
な
水
槽

に
は
さ
ま
ざ

ま
な
種
類

の
魚
が
泳
ぎ

ま
わ
っ
て
い

ま
す
が
そ
の
中

を
大
き
な
エ
イ
が

悠
々
と
泳
い

で
い
た
り
し

ま
す
。

　

ま
た
、
透

明
ガ
ラ
ス
の

床
下
に
錦
鯉

が
泳
い
で
い

て
、
こ
わ
ご

わ
と
そ
の
上

を
歩
い
た
り

と
い
う
体
験

も
し
ま
し
た
。

　

何
よ
り
も
圧
巻
は
高
さ
３

メ
ー
ト
ル
以
上
は
あ
る
と
思

わ
れ
る
日
本
最
大
級
の
球
体

水
槽
で
す
。
光
線
の
色
が
変

わ
る
た
び
に
幻
想
的
に
浮
か

び
上
が
っ
て
中
の
魚
た
ち
を

引
き
立
て
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
水
族
館
と
は

大
い
に
違
う
な
ぁ
と
実
感
し

ま
し
た
。

　

帰
途
、
神
戸
市
役
所
24
階

の
展
望
台
へ
立
ち
寄
り
ま
し

た
。

　

上
か
ら
見
る
神
戸
の
街
は

高
層
の
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ル
や
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
し

て
い
て
、
30
年
前
の
阪
神
大

震
災
か
ら
立
派
に
逞
し
く
再

生
し
た
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。

豊 寿 の ひ ろ ば

神
戸
の
水
族
館

ａ
ｔ
ｏ
ａ
の
見
学

新
千
里
あ
け
ぼ
の
会

松
井
恵
美
子
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草
紅
葉
休
耕
田
に
錆
び
た
鍬

山
麓
の
田
の
畔
飾
る
彼
岸
花

利
倉
西
き
ら
め
き
会　

田
中　

照
夫

風
鈴
の
音
色
は
涼
し
外
猛
暑

四
季
あ
れ
ど
夏
、
夏
、
夏
は
長
す
ぎ
る

二
葉
福
寿
会　

建
部　

睦
子

雨あ
ま

戸ど

開
け
冷
気
感
じ
て
秋
を
知
る

外
人
が
浴
衣
に
ス
ニ
ー
カ
盆
踊
り

三
国
豊
寿
会　

籾
井　
　

英

コ
ス
モ
ス
が
背
筋
優
し
く
奇
麗
咲
き

蝶
が
舞
う
石
垣
に
咲
く
タ
ン
ポ
ポ
に

末
広
町
ひ
ま
わ
り
会　

久
楽　

和
克

空う
つ

蝉せ
み

も
虫
の
音
聴
き
し
か
木こ

の
葉は

裏う
ら

み
ゆ
き
ク
ラ
ブ　

有
馬　

菊
野

枡
酒
の
檜
の
匂
い
淑
気
満
つ

菜
の
花
は
故
里
の
色
街
に
住
み

豊
桜
会　

頓
宮　
　

玲

冬
ざ
れ
て
氷
と
け
た
る
温
暖
化

彼
方
よ
り
匂
う
が
如
し
沈
丁
花

曽
根
西
2
ク
ラ
ブ　

松
尾　

時
子

【
北
条
寿
ク
ラ
ブ
】

年
賀
状
旅
立
先
へ
ま
ぶ
た
に
て

松
飾
り
願
う
平
穏
心
か
ら

松
永　
　

茂

雨
上
が
り
テ
ラ
ス
の
屋
根
に
ア
メ
ン
ボ
ウ
！

中
島　

百
樹

【
豊
島
み
つ
わ
老
人
会
】

こ
の
夏
の
暑
さ
ぶ
っ
と
ぶ
タ
イ
ガ
ー
ス

天
高
く
秋
近
し
と
喜
べ
ど
米
ま
た
高
し

安
井
さ
ち
子

涼
求
め
手
の
平
冷
や
す
濡
れ
タ
オ
ル

炎
天
下
ラ
ン
チ
は
避
け
て
モ
ー
ニ
ン
グ

廣
瀬　

民
恵

杖
つ
き
て
道
行
く
人
の
暖
か
さ

カ
ラ
オ
ケ
で
人
生
模
様
胸
あ
つ
く荒

木
久
美
子

雨
乞
い
の
神
事
も
空
し
水
涸か

る
る
田
畑

　

野
菜
の
悲
鳴
聞
く
災
暑
か
な

三
国
豊
寿
会　

籾
井　
　

英

忘
れ
る
の
語
尾
に
な
を
付
け
忘
れ
る
な

　

火
事
の
犠
牲
の
防
止
の
為
に

末
広
町
ひ
ま
わ
り
会　

久
楽　

和
克

戦い
く
さ

無な

き
世
は
い
つ
の
日
か
来
る
事
を

　

待
ち
た
る
も
の
は
祈
ら
ん
と
せ
し

曽
根
西
2
ク
ラ
ブ　

松
尾　

時
子

そ
の
昔
戦
火
を
受
け
し
寺
庭
に

　

ひ
こ
ば
え
の
梅
い
ま
さ
か
り
な
り

み
ゆ
き
ク
ラ
ブ　

横
野　

照
与

【
浜
と
き
わ
会
】

キ
ル
ト
し
て
ム
ー
ミ
ン
達
を
傍
に
置
き

　

新
年
祝
う
一
人
暮
ら
し
よ

千
野　

和
子

人
生
は
生
き
て
る
そ
こ
で
花
咲
か
す

　

苦
し
い
時
も
笑
顔
で
咲
か
す

福
元　

君
代

【
北
条
寿
ク
ラ
ブ
】

引
揚
船
機
雷
で
沈
没
揚
子
江

　

米
船
籍
が
全
員
救
助

中
島　

百
樹

孫
が
来
た
初
月
給
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

手て

渡わ
た

し
嬉う
れ

し
い
ひ
ま
わ
り
の
花

こ
の
暑
さ
涼
り
ょ
う
を
求
め
て
図
書
館
へ

　

同
じ
思
い
か
人
の
多
さ
よ

小
野　

利
子
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め
ぐ
り
来
る
平
和
の
涙
祈
る
の
み

敬
老
の
老
い
行
く
我
が
身
福
寿
メ
ダ
ル

杖
買
っ
た
頼
よ
る
甘
え
に
元
気
泣
く

高
川
豊
友
会　

枡
田　

恭
子

散
水
で
朝
日
と
合
体
虹
が
出
る

若わ
か

き
日
の
写
真
な
が
め
て
そ
れ
な
り
に

二
葉
福
寿
会　

建
部　

睦
子

故
郷
は
ダ
ム
湖
の
底
に
五
十
年

父
母
眠
る
墓
に
夏
雲
大
き
く
て

熊
野
田
第
１
み
ど
り
会　

安
本　

重
子

鷲わ
し

の
目
は
世
界
平
和
を
目
指
し
て
る

勇
者
と
は
対
話
と
ペ
ン
で
ノ
ー
ベ
ル
賞

末
広
町
ひ
ま
わ
り
会　

久
楽　

和
克

A
I
が
勝
負
を
決
め
る
囲
碁
将
棋

体
温
を
越
え
て
烈
島
サ
ウ
ナ
風
呂

三
国
豊
寿
会　

籾
井　
　

英

耳
遠
い
そ
の
声
下
げ
て
耳
痛
い

浜
と
き
わ
会　

福
元　

君
代

【
北
条
寿
ク
ラ
ブ
】

年
重か
さ

ね
薬
の
数
も
一ひ
と

つ
増
え

水
や
り
て
こ
れ
で
良い

い
ね
と
花
に
問
う

小
野　

利
子

猛
暑
過
ぎ
秋
来
な
く
て
真
冬
来
る

老
人
会
一
番
元
気
卒
寿
越
え

淵
元　

賢
一

メ
ー
ル
打
ち
指
が
思
い
を
ミ
ス
リ
ー
ド

年
と
れ
ば
家
族
旅
行
も
旅た
び

支じ

度た
く

松
永　
　

茂

ト
イ
レ
に
も
ク
ー
ラ
ー
付
け
て
と
孫
は
言
う

中
島　

百
樹

過
ぎ
去
れ
ば
想
い
出
多
い
八
十
五

息
子
に
は
内
緒
で
嫁
と
飲
み
に
行
く

上
田　

安
恵

【
曽
根
西
2
ク
ラ
ブ
】

生し
ょ
う

国こ
く

の
神
は
数あ
ま
た多
の
八や
お
よ
ろ
ず

百
万

日
記
帳
あ
ら
た
な
年
に
ま
ず
一
行松

尾　

時
子

老
夫
婦
そ
ろ
そ
ろ
行
こ
か
ど
こ
行
く
の

呼
ん
で
く
れ
反
省
し
ま
す
天
国
で根

無　

健
三

挨
拶
が
親
し
さ
増ま

し
て
笑
顔
を
生
む

北
条
寿
ク
ラ
ブ　

中
島　

百
樹

標
　
語

◎豊寿第127号は令和8年8月発行予定です。
　原稿締切日は5月29日㈮となります。

豊寿127号の原稿を
募集します

　ＳＣ豊中（豊中市老人クラブ連合会）では、「豊寿」
第127号（令和8年8月発行）の原稿を募集してい
ます。
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きます。その他の作品（写真・絵手紙・書道など）も
募集していますので、ふるってご応募ください。
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　文芸作品を投稿される方は、「俳句」「川柳」「短歌」
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写真『月と花火と大屋根リング』
福元　君代（浜ときわ会）

ぬり絵『ネコ』
新居冨美子（浜ときわ会）

ぬり絵『タンポポ』
羽賀扶佐子（浜ときわ会）

ぬり絵『ワイン』
倉本　陽子（浜ときわ会）

ぬり絵『アネモネ』
千野　和子（浜ときわ会）

写真『ヤッタゾー』
石川　文夫（庄内第二新生クラブ）

写真『我が屋庭に満開のボケの花』
南野　渥子（浜ときわ会）　

こ
の
た
び
は
、「
Ｓ
Ｃ
豊
中
だ
よ
り
豊
寿
」
に

広
告
の
ご
掲
載
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
本
紙
は
、
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
会

員
の
生
き
が
い
、
健
康
、
教
養
を
高
め
る
と
と
も

に
、
会
員
相
互
の
親
睦
交
流
を
願
っ
て
発
刊
す
る

も
の
で
す
。
以
上
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

何
と
ぞ
末
永
き
ご
厚
誼
、
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｃ
豊
中（
豊
中
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
の
御
礼

　

昨
年
S
C
豊
中
会
長
の
前
田
様

よ
り
突
然
電
話
を
戴
き
、
文
化
広

報
部
会
に
入
っ
て
貰
い
た
い
と
の

事
。
私
は
文
章
を
書
く
の
は
苦
手

な
の
で
お
断
り
し
た
の
で
す
が
、

会
長
に
押
し
切
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
会
議
に
参
加
し
て
み
る

と
、長
年
携
っ
て
い
る
方
達
と
事

務
局
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、こ

の
記
事
は
あ
の
方
、　

こ
の
文
章

は
こ
の
方
に
頼
み
ま
し
ょ
う
と
、

ど
ん
ど
ん
紙
面
が
埋
ま
っ
て
い
き

ま
す
。さ
す
が
だ
な
ぁ
〜
、と
感
心

し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
回
S
C
豊
中
65
周
年

記
念
紅
白
歌
合
戦
の
紙
面
を
大
き

く
取
っ
て
、
出
演
し
て
下
さ
っ
た

方
、
ま
た
会
場
に
来
て
下
さ
っ
た

方
達
に
喜
ん
で
頂
け
た
の
な
ら
幸

い
で
す
。

（
文
化
広
報
部
会　

齋
藤
喜
代
子
）

編
集
後
記

ＳＣ豊中
作品館


